












鈴 木 謙 爾
標題の研究会が,昨 秋行われた金研の共同利用 提供をしていただき,そ の後で出席者全員参加の
研究所への改組ならびに新研究棟の落成被露の式 討論を行った。参加者数は55人 であった。






テーマ:材 料研究において,い ま必要な産学協同 との共筒研究をしばしば困難にしている。この壁
とは何か?を 破るために,或 る企業研究所では,基 礎研究部
日 時:昭 和62年 り0月2日圃9:30～12二30門 を応用開発部門から組織的に切り離し,自 由で
場 所:金 研講堂 解放的な雰囲気の中で企業の枠にとらわれないで
スピーカー(ア イウエオ順)と 題名 積極的に研究交流を推し進める施策が採用されて
入江敏夫氏(川 鉄 研究企画部長)い る。したがって,欧 米におけるように,ノ ーべ
:最先端鉄鋼材料の開発の現状 ル賞を受賞できる創造的業積が,近 い将来我国の
上垣外修己氏(豊 田[‡〕研 研究第五部長)企 業から出てくることも夢ではなくなりつつあ
:セラミツク材料の開発と企業内研究 る。さらに,大 学教官を共同研究あるいは共同利
篠田大三郎氏(日 本電気 支配人)用 のため,企 業研究所へ長期にわたり客員研究員
二NECに おける基礎研究と大学への期待 として招ヘイすることも計画されはじめている
。
丸山瑛一氏(日 立基礎研 所長)こ うなると,優 れた研究設備と豊富な研究費を
日立基礎研究所における基礎研究 有する企業研究所は,共 同利用研に生まれ変わっ
上記4人 のスピーカーは,基 礎畑(理 学部物理 たばかりの金研にとって,非 常に手ごわい競争相





般に国立大学人は,今 もって親方日の丸あるいは もつことができた。特に,金 研にとっては,新 し
他人責任論的発想から抜け切っていないところが い角度から共同利用研究所として果すべき機能が
あり,競 争と自助努力の意識が通常の社会通念の 何であるべきかを見つめることができたのではな
レベルよりもかなり稀薄であることは否めない。 かろうか(P全 国各地から大勢の金研OBに 御参
この意味では,産 学協同よりも産学競争の方が効 加いただき,現 役組としてはこの上ない喜びで
き目があるのかもしれない。 あった。ただ若手よりも熱年の方に元気な発言が






上記標題の共同利用研究会は,科 学研究費総合 この研究会でも,高 温超伝導酸化物に関する電
研究班(代 表 藤田広志 阪大教授)と 共同で企 子顕微鏡による報告が注目を集めた。図りは,金
画され,昭和62年9月29日 一9月30日 に金研会 研 平 賀等 によって撮 影 されたTC=90Kの
議室で開かれた。この会では,超 高圧電顕によるYB2Cu306.74の 高分解能像である。像⊂Pの黒い
最近の研究成果の発表を中心として,今 後の高分 点は金属原子位置に対応し,白 い点は酸素原子ま
解能電顕の発展の可能性について活発な議論がな たは空孔位置に対応する。これらの白点のうち
された。例えば,電 界放射型電子銃の開発に関すOvで 示した場所は,他 に比べより大きな白点と
るもの(名 大,丸 勢)や 高工ネルギー電子線の特 して現われており,酸 素原子の欠損した部分に対
色を利用したチャンネリング放射光(豊 田工大,応 し,X線 ・中性子回折実験によって提出されて
神谷),材 料の照射損傷(九 大,木 下)に 関する発 いる構造モデルとよく一致することが示された。
表やまた,電 顕内での転移の動的観察(東 大,竹 写真右側の挿入図は,この画像を,コンピューター
内)や画像処理(岡山理大,橋 本),エ ネルギーフィ を用いた画像処理システムにより,一 旦数値化し









=38KのLa1 .ssSro.150uO4の 電 顕 像 で あ る 。,.aS
とその内部に微細な双晶が鮮明にとらえられ,液 難OK
超伝導酸化物の結晶構造の決定およびそれらの ・ 騙院 、 極 ・、.




結晶欠陥制御への要求,現 状 および技術開発 へ
の糸ロ 福 田 承 生
東北大学金属材料研究所では,共 同利用型研究 ていることは周知の通りであるが,最 近のデバイ




第 り回研究会として 「結晶欠陥制御への要求,な どのII-VI族 材料,非 線形光学材料など新素材
現状および技術開発への糸ロ」をテーマに企画し,開 発への動きも一層活発化している。特に化合物
62年9月28日 ～9月29日 の2日 間にわたり,金 結晶技術はSi結 晶技術に比べて末熟な段階にあ
研講堂に於て開催しました。その結果予想をはる り要求目標との技術格差が著しく,実 用化を大き




ではどんな会であったのか,会 の主旨,い きさ 共同研究が生まれ次世代バルク結晶技術開発への
つ,内 容,苦 労話なでを御紹介しましよう。まず 基盤ができればと思っています。研究会の名称は
研究会の背景,主 旨を述べますと,Si,GaAs,固 有欠陥制御技術研究会を考えていましたが,私




内容については,半 導体Siか ら酸化物に至るま り充分な交流,討 論ができていない分野の研究者
で,バ ルク結晶の各々の分野で活躍している研究 が集まって結晶欠陥制御という共通点で活発な討
者が講師として選定され,要 求されている結晶欠 論ができたこと,さ らに装置,原 料,理 論などの
陥制御,制 御技術とその問題点や技術開発への方 研究者が加わって多角点観点から結晶技術を検討
法などについて数々の討論がなされました。 できたことも,大 きな収穫で した。なお討論され
顔ぶれは特別講演として結晶欠陥への制御(デ た内容の詳細は,発 表に使用 したヴューグラフの
バイスからの要求)と いうことで光技研の林厳雄 コピーの提出を願って研究会詳細報告書(約250
さんにお願いしました。他の講師,座 長の方々も,頁)を 作成し,研 究会資料としました(写 真1)。
いずれもバルク結晶の成長,評 価の分野を代表す 第1日 目の夜,金 研の会議室で懇親会を開きまし
る方々でしたが現在リーダー格で活躍中の若手研 たが,約80名 参加 し一つの学会の懇親会の規模で
究者にも参加 ・討論をお願いしました。発表者の 大変盛況でした。また盛況であったばかりではな
方々はSiで は内藤俊太(日 鉄電子),角 野浩二(東 く,会費1,000円 の割には飲物,食 物が豊富であっ
北大),III-V:松 本和久(住 電),稲 田知己(日 たこと及び参加者どうしの情報交換の場 として役
立電線),田 島道夫(電 総研),II-VI:一 色実(東 立ったことなど大変好評でした。この成功の陰に
斐素)繧購1ま蒸圭贈甑鐙鵯譜 磨禦芒龍 逡禦 朧 と憲繕 欝(
(無機材研),横 山武(住 山),超 電導酸化物:武 回目(1月29日)で は約150名 の参力ロ者がありま
居文彦(東 大),原 料純度:北 村健二(無 機材研),し た。なぜ金研の"結 晶つくり"の 研究会に,結
成長装置:小 林健郎(精 電舎),重 力,融 液特性:晶 成長学会に匹敵する位の人数の参力ロ者があった
日比谷孟俊(NEO),熱 流:岡 野泰則(早 大),の か?こ れには種々な理由があると思いますが,
理論,シ ミュレーション:西 永頒(東 大),磁 場印 企業の人が多数参加 してくれた理由を私なりに分
力ロ:干 川圭吾(NTT),小 沢章一(古 河電エ),析 し推定してみました。"結晶つくり"は結晶成長,
超音波印加:熊 川征司(静 大),蒸 気圧制御:富 沢 結晶作成,結 晶作製,結 晶育成,結 晶製造など色々
憲治(三 菱金属)で22名 で した。参力ロ者の内訳は な言葉が使われています。表 りには私なりにこれ
企業78名,官 庁関係7名,大 学29名 計/14名 で,ら の言葉に感じているニューアンスの違いを分類
官学民の研究者の協力促進への手がかりが得られ してみました。従来の"結 晶つくり"に 関する発
たのも一つの成果でした。 表の場は(こ こではバルクに限定する)結 晶成長
半導体Si,化 合物¥導 体(III-v,II-VI,多 学会,応 用物理学会,金 属学会,物 理学会,化 学




























山 口 泰 男
Q:ど んな狙いの研究会だったのですか?梶 谷 剛(金 研)
A:中 性子は,材 料開発研究に,ど のように役立*Cu中 に析出 した γ一Feの 結晶構造と磁気構
つかを考えてみたいと思い上記のような題目を掲 造 角田 頼彦(阪 大理)
げたのです。実際には 基礎研究に重点を置いた*Al-〕 合金の相分離過程
研究会になってしまいましたが,民 間企業の方へ 藤川辰一郎(東 北大工)
も案内を出すべきだったと思います。なにしろ,*中 性子極小角散乱による照射損傷の研究
金研としても初めての短期研究会だったので,そ 富満 広(原 研)
こまで気が廻らなかったのです。*液 体金属の構造 早稲田嘉夫(東 北大選研)
Q:ど んな話がありました?*液 体金属の動的性質 柴EE薫(金 研)、
A:プ ログラムは次のようになっています。*閉 会挨拶 山口 泰男(金研)
日時 昭和62年9月24日 ㈲,25日 囲Q:ハ イライトはどの辺ですか(P
場所 東北大金研講堂A:聴 衆が一番集まったのは,二 日目の午前で酸
9月24日 ㈱14:00～17:20化 物超伝導体の話のときです。YBa2Cu307_x
*開 会挨拶 平林 真 の結晶構造と物性の関係,YBa20u307 _xの 格
*相 転移のDrecursorと しての格子欠陥分布 子振動の励起,La2CuO4の 磁気励起について最
と中性子Huakng散 乱 山田 安定(物 性研)新 のデータが提出されたのですが,内 容について
*局 所的乱れのある合金の中性子非弾性散乱 は,あ ちこちに発表されていますので大体御存知
野田 幸男(阪 大基礎工)だ と思います。
*中 性子回折によるNd-Fe-B磁 石の研究Q:金 属についての講演が多いですネ。やはり,
山口 泰男(金研)金 研だからですか。
*六 方晶フェライトの磁気構造A:そ う言うわけではないですが,材 料研究と言
桃沢 信幸(東 理大理工)う ことになりますと,や はり金属が多くなります。
*層 状磁性体における層間相互作用の競合と新 し これらの講演は,大 部分,金 属の相転移に関係 し
い秩序 池田 宏信(お 茶大理)た ものです。一番最初のprecursOr(前 駆)の 話
*遍 歴電子反強性体Mn3Siに おける磁気励起 は,相 転移に伴う乱れのうち,従 来行われてきた
酷 昇_(金 研)臨 界現象では扱えないものの話ですV,他 のもの/
*偏 極解析法による遍歴電子磁性の研究 も,一 次転移等,従 来調べられた二次転移以外の
元屋清一郎(埼 玉大理)と ころに面白いものがあるようです。
9月25日 ㈹9:30～17=30Ω:磁 性の方ではどうですか(?
*強 誘電体の結晶構造 岩田 豊(京 大原子炉)A:5つ の講演が,応 用から基礎へと並んでいま
*酸 化物超伝導体の結晶構造 す。実験手法としては,偏 極中性子を用いて,常
浅野 肇(筑 波大物工)磁 性散乱を精度よく分離する方法が,目 覚ましい
*酸 化物超伝導体における励起状態 成果を上げており,日 本の原子炉でも,な んとか
甲斐 鎌三(金 研)実 験できると言う点に,興 味が持てます。
*La2CuO4に おける二次元量子液体状態につ Ω 二これだけの講演を全部聞くと結構疲れるで
いて 遠藤 康夫(東 北大理)し ょうネ。
*時 分割中性子回折における一次相転移の研究A:そ うですネ。私自身は,時 々抜け出していた
片野 進i(原研)ん ですが,他 の方々は皆熱心で,聴 衆は多い時で




の要領で研究会を公募いたしますので,開 催御希 申請締切:/988年6月30日(厳 守)
望の方は本所教官にお申し出下さい。 申 込 先:〒980仙 台市片平2一 り一/
公募事項:本 研究所において本所教官と行う比較 東北大学金属材料研究所
的小人数の研究討論集会 です。(1988事 務部総務課共同利用掛
年 り0月～1989年3月)(電 話)022-227-6200内 線2677
申込資格:国 ・公 ・私立大学及び国立研究機関の 研究会課題の採否:1988年8月 上旬通知の予定。
教官,研 究者。 研究会報告:研 究会終了後実施報告書を提出のこ
日ヨ込方法:所 定の方法(本 所共同利用掛に申請書 と。
類があります。)必ず,事 前に研究会の 宿泊施設:各 自手配のこと。
♂ 共催を希望される本所の教官と御相談 以上。
覧＼
金 研 に 客 員 と して 滞 在 して 名大理.物理松 浦 民 房
昨年 り0月より今年3月 迄,客員として皆様より かったのみならず,色 々な体験をすることが出来
色々教えていただく機会を得ました。まず感謝致 て,誠 に稔り多い生活を送ることが出来ました。
します。 いま,全 研滞在中を振り返ってみますと,金 研
この間,物理の面では立木先生をはじめ,前川,が 全国の共同利用研として脱皮していく熱気を思
小山,高 橋の各氏や院生の方々より教えていただ い出します。しかし同時に運動会,懇 親会など小
き,ま た一緒に議論する場がもてて,大 変楽しく コミュニティに存在する家族的親密さもありま
過しました。実験家の方々からも実験室の見学や す。これは丁度仙台市の特徴 地方性と全国性,
実験結果を直接教えてもらうなど助力をいただき 地方より全国に飛躍しようという意気ごみ と




畳 鐘 燕 続:・蕊 ㌧擁 叢'豫 ボ疏 、







研究が開始されました。昭和63年 度の共同研究に 数などを調整した結果,下 記のように採択が決定
ついては,lMRニ ュースNQ1記 載の通り公募 されました。各課題に所外及び所内の研究者の名




所 外 研 究 者 所 内 研 究 者1
研 究 課 題
所 属 氏 名 研究室 氏 名
兜化鵬 温超伝躰 傭 子工礼 ギー損失スペクト 農エ ズ エ 轍 蕪 亘柵 ○淋 昌
CsCl型Sm金 属間化合物の磁性 琉 球 大 ・理 ○矢ケ崎克馬 神垣研 神垣 和夫
酸化物高温超伝導体の高圧下における物性 東 北 大 ・工 ○斎藤 好民 刀 ノノ
難 暮誕 穗 翻 雛 用を持つ鋸 蜥 陛体蠣 八 戸 工 大 ○畑 悟 ノ ノ
高圧下における氷の物性に関する研究 弘 前.大 ・理 ○佐藤幸三郎 刀 刀
藝鋸 鍵 濡 翻 鑛 用を持つ鋸 蜥 陛体の磁 慶 大 ・理 工 ○麺 修一郎 〃 ノ・
希土類金属間化合物の磁気抵抗効果 富 山 大 ・理 ○佐藤 清雄 ノノ ノノ
希士類ラーベス型金属間化合物の磁性の圧力効果 ノノ ○佐藤 清雄 刀 ノノ
RZn2(R:希 土類)単 結晶の磁性 九 州 工 大 ○北井 哲夫]]ノ ノ
3d遷 移金属を含む金属間化合物の高圧下の物性 東北学院大 ・工 ○鹿又 武 ノノ ノノ 、、
、
クロムカルコゲナイドの高圧及び強磁場下の磁性 横 浜国大 ・工 ○禅 素英 刀 刀
結晶の成長機構と形態の理論的研究 慶 大 ・理 工 斉藤 幸夫 小松研 ○上羽 牧夫
麓 晶層状髄YbFe・ ○・型の希鳩 失酸化物の お茶の水大 ・理Oll・P翠 中川研 中川 康昭
ランダム強磁性体(Eu,Sr)Sの 強磁場磁化過程 阪 大 ・ 理 ○白鳥 紀一 刀 刀
超強磁場を利用したラセミ化合物の分割の試み 阪 大 ・教 養 ○湯浅 清二 〃 木戸 義勇
総 含むラーベス相鋸 間化舗 の盤 場蹴 と 翫 大 ・理 ○藤 慶三 ノノ ノノ
イ臨i7ニ クタイド及びホイスラー合金の強磁場磁 東北学院大 ・エ ○井門 秀秋 ノノ ノノ
Sm化 合物の強磁場磁化過程 富 山 大 ・理 ○佐藤 清雄 刀 刀
磁性体の磁場誘起相転移の研究 電 総 研 ○西原 美一 刀 ノノ
ー8一
所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
研 究 課 題
所 属 氏 名 研究室 氏 名
孟議 雰晃ストレーションを持つ三角格子磁1性体の 京 大 ・ 理 嶋 髄 中川研 ○木戸 義勇
弐一クベースと直結した電気抵抗計測システムの建 岩 手 大 ・工 池田 弘毅 中道研 ○中道 琢郎
双
KlNLlB総 合システムの建設 京 大 ・ 工 小岩 昌宏 ノノ ○中道 琢郎
液体鋸 麺 の離 と物性に関する研究 広大・総合科学 ○長谷川正之 函輪 而1順 宏
碑 留 廃 鱒 鴇 の反射高薦 子馳 折 東北大 ・鞭 ○吉田 不ロ彦 刀 刀
成長する金属表面のRHEEDに よる研究 山梨大 ・教 育 ○川村 隆明 ノノ ノノ
Naの 相転移前駆現象の研究 筑波大 ・物理工 ○大嶋 建一 ノノ 渡辺 洋右
KH、PO、 型混晶iこおけるグラス領域の編 髄 東 北 大 ・エ ○岨 昌(兼 ノノ)〃
爵 編 楚 κ(Nb・ ○・)x(0・り2≦X≦0・24)の 温度 東 北 大 ・ 理 〇三 井 田陸郎 〃 ノ・
高温超伝導体の比熱に関する研究 岩 手 大 ・工o池 田 弘毅 武藤研 小林 典男
黒リンの磁気抵抗効果 岩 手 大 ・工 ○馬場 守 深瀬研 深瀬 哲郎
賭s/AIGaAs2次 元電孫 の強醐 下の基底 学 習院大 ・理 ○川路 紳治 ノノ ノノ
辮 一κTlκSb{こおけるMn及 びSbの 内髄 場の 東 北大 ・鞭 ○臓 正樹(墨 癒 囎 猛
響 気鵜 法による高温超伝躰 囎 云轍 構の解 東 北 ズ エ ○藤賑 一郎 刀 ノノ
3糖 鶉 雛 子を持つMn・Ga・ 一・M・(M=Ge・ 舗 工大 ・エ ○堀 冨栄 ノノ 幽 泰男
駒 露 「)・Zn・Fe・2022スピン系{こ及{ます外継 東 蹴 ・理工 ○桃沢1言 幸 ノノ ・]
La2MO4の 磁気測定(M=○ ○,Ni,Cu)筑 波大 ・物理 ○鈴木 隆司 刀 冨沢 昇一
パルス法核磁気共鳴による強磁性化合物の研究 東 北大 ・教養 佐藤 正樹 刀 ○篠原 猛
13c型Fe7Sesの 電子状態と磁性の研究 ノノ 上村 孝 刀 ○小野寺秀也
遷移金属化合物の磁気構造の研究 東北学院大 ・工 井門 秀秋 ノ ○大橋 正義
有機結晶qコの欠陥のX線 トポグラフによる研究 横浜市大 ・文理 ○小島 謙一 角野研 角野 浩二
半導体中の欠陥発生過程 金 沢大 ・教養 馬替 敏治 ノ ○角野 浩二
高純度鉄合金における再結晶と相変態 京 大 ・ 工 牧 正志 木村研 ○木村 宏
高純度鉄合金中の微量元素分析 金 材 研 大河内春乃 刀 ○木村 宏
魏 驚/穂 気共鳴(NMR/ON)法 のs失基合金へ 新 潟 大 ・理 陸路 直 刀 ○舳 黎門
摂動角相関(TDPAO)ス ペクトルの理論計算 電 総 研 綿鍋 博志 ノノ ○花田 黎門
フェライト系低放射化鋼の水素脆性と偏析の相関 北 大 ・ 工 ○高橋平七郎 茅野研 茅野 秀夫
フェライト系ステンレス鋼のHe脆 化に関する研究 名 大 ・ 工 ○宮原 一哉 ノノ ノノ
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所 外 研 究 者 所 内 研 究 者
研 究 課 題
所 属 氏 名 研究室 氏 名
箪子鯛 フェライト鋼の中性子および粒子線照射効 難 大 ・肛 井形 直弘 茅野研 ○茅野 秀夫
鋸 間化舗 の鱒 に関する研究 京 大 ・ エ ○小岩 昌宏(贔 山口 貞衛
各種材料中の注入Heの 深さ分布分析と捕捉特性 名 大 ・プラ研 ○鎌田 耕治 〃 ノノ
金属人工格子膜の構造解析 京 大 ・化 研 ○中山 則昭 刀 刀
陽電子消滅法による粒子線照射損傷構造の研究 北 大 ・ 工 ○義家 敏正 刀 ノノ
編 講 入及びイオン照射さnたGaAsの 陽電子 九大 ・励 研 ○翫 英一 ・ ノ
藩 墾翻 鑛 的'化 学的状態による荷電粒子阻 名大 ・プラ研 細 耕治 ノ ○山口 貞衛
驕 委羅 こよる遷移鋸 中の凱 型原子の勤 こ 京 大 ・ エ ○帖 昌宏 松井研 松井 秀樹 〔
面心立方金属合金中の水素による内部摩擦 名 工 大 ○吉成 修 ノノ ノノ
電気化学的手法による固体表面 ・吸着過程の研究 東 工 大 ・理 ○高柳 邦夫 仁科研 仁科雄一郎
ラマン散乱による金属表面吸着種の研究 東 北 大 ・理 ○難波 孝夫 ノノ 刀
ヘテロ構造黒鉛層間化合物の構造と物性 東 大 ・ 理 ○寿栄松宏仁 刀 ノノ
齢 奮藷 グ胱 法1こよる層状半躰 のフオノンに 細 大 ・鋤 ○山□ 邦彦 刀 ノ
擬一次元半導体白金錯体における光物性とソリトン 横 浜国大 ・工 ○栗田 進 刀 ノノ
遷移金属化合物の高圧下の磁気光吸収 阪 大 ・ 理 ○堀 秀信 〃 刀
晃一ザースノxexyタリング法による顯 イ乍成技術の開 筑波大 ・物質工 ○村上 浩一 ノノ 船 厚生
液体 ・非晶体のS(Q)解 析法の研究 高 工 ネ 研 〇三沢 正勝 鈴木研 鈴木 謙爾
がラス転移の微視的機構 金 沢 大 ・理 樋渡 保秋 ノノ ○鈴木 謙爾
醗 ならび1こアモ/レファス固体(Z5(')rる唖 離秩序 新 潟 薬 大 柿沼 麟 ノノ ○鈴木 調(
鉄基アモルファス合金の耐食性に関する研究 阪 大 ・ 工 ○柴田 俊夫 橋本研 橋本 功二
椌一ザー法によるステンレス鋼の麺 顔 と腐食特 嘔 工技謙 所 ○西村 六郎 ノノ ノノ
希土類酸化物を含む超伝導体の安定性 阪大 ・溶接 研 奈賀 正明 刀 ○橋本 功ニ
アモルファス ・バルブメタル合金の酸化挙動 慶 大 ・理 工 清水 健一 刀 ○橋本 功二
Feお よびNi非晶質合金の水素脆化挙動 姫路工 大 ・工 山崎 徹 刀 ○橋本 功二
螺 爆 麟{こ よるアモルファス合針 のアノ 北 大 ・ 工 羅 真浩 ノ ○橋本 功二
をNIF・型酸化物単編 の聾 圧相転移及び化学変 東大 物 性研 ○鵡 文彦 庄野研 麟 安彦
1貝石の衝撃溶融実験 京 大 ・ 理 ○北村 雅夫 刀 刀
ランプ波を利用したルチルの衝撃圧縮機構の研究 東工大 ・工材研 ○澤岡 昭 ノソ 刀
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ジルコニアの衝撃圧縮 熊 本 大 ・工 ○真下 茂 庄野研 庄野 安彦
高周波熱プラズマによる非平衡物質の合成 化 技 研 亀山 哲也 ノノ ○香川 昌宏
アモルファス合金の触媒作用に関する研究 鹿 児島大 ・工 ○高橋 武重 増本研 増本 健
アモルファス合金を出発材料とする新規融媒の調製 東北大 ・非水研 ○宮田 彰 刀 ノソ
詔 姦 緩 艇 ング法により作製したFe『Al合 愛 媛 大 ・エ ・猶原 隆 ノ 刀
非周期系および準周期系物質のX線 構造解析 東 北 大 ・選 研 早稲田嘉夫 刀 ○増本 健
Al-SI系 液体急冷合金の時効析出に関する研究 秋 田 大 ・鉱 山 渡部 充 ノノ ○増本 健
高速スパッタ装置を用いた新しい磁性材料の研究 京 大 ・ 工 ○隅山 兼治 藤森研 藤森 啓安
超伝導多層膜の作製と物性研究 阪 大 ・基 礎 工 ○朝山 邦輔 ノノ ノ
屡露9凝 法によes化 鉄化舗 膜の作成と磁性 鶴 岡 高 専 鈴木 建ニ ノ ・藤森 蝦
単結晶育成における流れ ・熱流制御に関する研究 早 大 ・理 工 平EB彰 福田研 ○福田 承生
金属間化合物の構造と物性との関連解明の研究 東 大 ・ 理 堀内 弘之 ノノ ○福田 承生
酸化物結晶の欠陥制御技術の研究 無 機 材 研 木村 茂行 刀 ○福田 承生
大型高品質II-V工族バルク単結晶の研究 電 総 研 八百 隆文 ノソ ○福田 承生
大型高品質II-VI族 バルク単結晶の研究 東北大 ・非水研 今石 宜之 刀 ○福田 承生
β一Sic単 結晶の育成 無 機 材 研 森 泰道 ノノ ○福田 承生
大型高品質II-VI族 バルク単結晶の研究 慶 大 ・理 工 松本 智 ノ ○福田 承生
脈謝 購 翻 鹸 ン固溶体と液体との反応騰 こつ 京 大 ・ 理 ・土山 明 ノノ 船 正一
'籔 襯繕1>a。 ○「lnfilt「atiOn技 術{こ関する 製 品 科 学 研 ・鈴木 孝不0平 井研 ・F・#麟
Bi層 状構造化合物薄膜の電気光学的研究 八 戸 工 大 ○増田陽一郎 刀 ノノ
高周波熱プラズマOVD法 によるSicの 合成 京都繊維大・工芸 ○木島 弍倫 ノノ ノソ
高純度形状記憶合金の作製 東 北 大 ・選 研 ○松本 実 花田研 花田 修治
各種金属における光核反応誘導残留放射能特性 金 沢 大 ・理 坂本 浩 八木研 〇八木 益男
鮎 訟 謡 講 型化舗 半導体AgGaS・ 単結 東 北 大 ・エ ○野田 泰稔 覇 研 覇 真
形状記憶合金の原子スケールでの機能評価 阪 大 ・産 研 ○清水 謙一 刀 ノノ
不定比複合酸化物のミクロな領域の構造 京 大 ・ 工 ○小野 皓ニ ノノ ノノ
翻 鋸 耀 物質(ゼオライトのチヤン礼{こ 閉じ 東 北 大 ・理 ・寺崎 治 刀 噸 竪二
鎧 羅n『Alの マ1レテサイト変態1こ及ぼす規則 奈良女 大・理 ・餅 朧 ノ ノ
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琶鰻 盤 複合サー刈 ト膜の高分解能電子顕微鏡 名 大 ・ エ ○田中 信夫 平柵 轄 鍵
弓鍵 トMnマ ノレテンサイト合金の時効硬化性に 岩 手 大 ・エ ○千葉 晶彦 ノ 醤 大輔
酸化物高温超伝導体の組成分析と結晶化学 菓 北 大 ・工 ○遠藤 好民 広川研 広川吉之助
醗 界精製プロセスにおけるプラズマ分光計測の応 東 北 大 ・選 研 細 昌則 刀 ○広111E之助
菌翻 料 こ関する超高感度ウラン'トIYウ ム分析法 鵡 工大 ・蔚 ・P#昭 司 大洗施設 〇三頭 醐
酸化物高温超電導体の熱的性質に関する研究 富 山 大 ・教 養 森 克徳 超電導施設 ○能登 宏七
嚢i薩鋼妻目護関i嚢痘嚢 譲 藝纒覇i図
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